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成人を対㇟としたストレス࣐ࢿࢪメࣥト介入研究の現状とㄢ題 
 
୸本 ⿱Ꮚ* 野ᮧ ࿴Ꮥ** ᳃本 ᾈᚿ**,*** ᔱ田 ὒᚨ****  
 
要 約 
 ⫋ሙのストレス࣐ࢿࢪメࣥト介入は，ある一定のຠ果がࡳられてはいるが，౫↛としてメࣥタル࣊ルス
の不調でఇ⫋するものの数は多い。現状において実᪋されているストレス࣐ࢿࢪメࣥト研ಟは，個人のス
トレスపῶ，およࡧ健ᗣの⥔持を┤᥋的に介入するヨࡳが実᪋されている。しかしながら，従業ဨに機能
するࣉࣟࢢラムを考៖する㝿は，そのࣉࣟࢭスにおける個人と⎔ቃのⰋᚠ⎔がಁ進されることを᝿定する
ᚲ要があると考えられる。そこで，本ㄽ考では，個人と⎔ቃのⰋᚠ⎔に╔目した⫋ሙのストレス࣐ࢿࢪメ
ࣥト介入について，現状とㄢ題の検討を行った。その結果，♫఍的ᩥ⬦のホ౯を，どのようにストレス࣐
ࢿࢪメࣥト介入に⤌ࡳ㎸ࢇでいくかを検討することのᚲ要性が示唆された。 
キーワード㸸ストレス࣐ࢿࢪメࣥト介入，ࢥ࣮ࣆࣥࢢ，⿢㔞度，適ྜ度のホ౯，♫఍的ᩥ⬦のホ౯ 
 
 
問 題 
 
 ཌ生労ാ┬㸦2007㸧のሗ࿌では，仕事や⫋業
生活に㛵する強い不Ᏻ，ᝎࡳ，ストレスを感じ
ている໅労者が増ຍ傾向にあることが示されて
いる。「ᖹ成 24 ᖺ度労ാ者健ᗣ状ἣ調ᰝ」㸦ཌ生
労ാ┬，2012㸧における「メࣥタル࣊ルスࢣ࢔
のྲྀり⤌ࡳの᭷↓及ࡧྲྀ⤌ෆᐜู事業ᡤ๭ྜ」
では，メࣥタル࣊ルスࢣ࢔にྲྀり⤌ࢇでいる事
業ᡤの๭ྜが 42.7㸣であったことをሗ࿌してお
り，この๭ྜは，ᖹ成 19 ᖺ度の 33.6%とẚ㍑し
て，㸷%の上᪼が確認されていることを㋃まえ
ると，メࣥタル࣊ルス対⟇がᚎ々にᗈまりつつ
あるものと考えられる。しかしながら，඲体に
༨める๭ྜは౫↛として༙数௨ୗであり，⟶⌮
┘╩者や㒊ୗの意㆑ᨵ㠉を目的としたᩍ⫱がᚲ 
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要であるとされる中においては,「ここࢁの健ᗣ
づくり㸦メࣥタル࣊ルス対⟇㸧」のྲྀり⤌ࡳをᣑ
大していくことが重要なㄢ題であると考えられ
る。  
 一⯡に，⫋ሙのメࣥタル࣊ルス対⟇は，不調
にならないための㸯ḟ予防，早ᮇ発見と早ᮇ予
防のための㸰ḟ予防，⫋ሙ復ᖐのための３ḟ予
防の３つの対⟇が基本᪉㔪として఩置づけられ
ている㸦ཌ生労ാ┬，2006㸧。なかでも，㸯ḟ
予防はストレスࢳ࢙ࢵクが義ົ໬された現在に
おいて，⫋ሙストレスに㛵するල体的なྲྀり⤌
ࡳの果たすᙺ๭が大きくなったといえる。これ
までの⫋ሙストレスに㛵するྲྀり⤌ࡳは，⫋ሙ
⎔ቃに↔Ⅼをᙜてた⫋ሙ⎔ቃᨵၿを検討する⤌
⧊ᚿ向࢔ࣉ࣮ࣟࢳと，໅労者の個人ෆ要因に↔
Ⅼをᙜてた໅労者個人のストレス⪏性向上を検 
討する個人ᚿ向࢔ࣉ࣮ࣟࢳとに大きく஧ศされ
てᒎ㛤されてきた。๓者は，主に⏘業⤌⧊のᩥ
⬦の中で，ストレスを生まない⫋ሙ⎔ቃ作りに
主║が置かれてきた。᭱㏆では，このようなྲྀ
り⤌ࡳとᖹ行して，あるいは⊂立して，㸯ḟ予
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防としてのストレス࣐ࢿࢪメࣥト研ಟなど，個
人ෆ要因を介入タ࣮ࢤࢵトに㞟ᅋを対㇟とした
研ಟ➼を行う௻業が増えつつある㸦ཌ生労ാ┬，
2012㸧。そして，メࣥタル࣊ルス対⟇としての
これらのྲྀり⤌ࡳのຠ果検討においては，個人
のストレスపῶ，あるいは健ᗣ⥔持が᭱⤊的な
ᣦᶆとされている。 
 しかしながら，個人が特定のࢥ࣮ࣆࣥࢢを実
行してストレスపῶが㐩成されたとしても，⫋
ሙ⎔ቃにおいてጉᐖ的に機能するሙྜには，そ
れが持続しないばかりではなく，ᙜヱの個人を
ྲྀりᕳく࿘ᅖの者に対するᝏ影響をもたらして
しまうことも予 される。すなわち，個人のス
トレスపῶ，およࡧ健ᗣの⥔持を┤᥋的介入に
よってヨࡳるሙྜにおいては，そのࣉࣟࢭスに
おける個人と⎔ቃのⰋᚠ⎔がಁ進されることを
᝿定するᚲ要があると考えられる。 
 ここでいう「Ⰻᚠ⎔」とは，行動⌮ㄽに基づ
く「生活体㸦個人㸧」と「⎔ቃ」との┦஫作用に
おいて，஫いに機能的に作用することをᣦして
おり㸦ᑠ野，2005㸧，あるストレス⎔ቃ㸦スト
レࢵࢧ࣮㸧ୗにおけるᙜヱのࢥ࣮ࣆࣥࢢが個人
のストレス反応を軽ῶするだけではなく，スト
レࢵࢧ࣮そのものの影響性を࿴らࡆる機能を᭷
する状態のことである。特に，人間㛵ಀに㛵す
るストレス状ἣは，それࡒれの反応が，௚᪉の
่⃭になるという，┦஫㝶క性㸦いわࡺる入れ
Ꮚᵓ㐀㸧になっているため，⫋ሙ➼の඲体のス
トレスの影響性を࿴らࡆるために，「Ⰻᚠ⎔」は
᭷用などⅬであると考えられる。 
 そこで，本ㄽ考では，個人と⎔ቃのⰋᚠ⎔に
╔目した⫋ሙのストレス࣐ࢿࢪメࣥト介入につ
いて，ストレス反応へ影響する認知的要因と，
ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㛵ಀに㛵する௦⾲的な研究を概観
し，「Ⰻᚠ⎔」のどⅬからその現状とㄢ題につい
て検討することを目的とする。  
 
ᚰ⌮Ꮫⓗࢫࢺࣞࢫࣔࢹࣝ࡟࠾ࡅࡿ 
ࢥーࣆࣥࢢࡢ㑅ᢥ࡜ࡑࡢ᭷ຠᛶ 
 心⌮学的ストレスモデルにおいて᭱もᗈく支
持されている⌮ㄽは，Lazarus & Folkman
㸦1984㸧によってᥦၐされたトラࣥス࢔クࢩࣙ
ࢼル・モデルである。Lazarus & Folkman
㸦1984㸧は，ストレスを「生体と⎔ቃとの┦஫
作用的な஺΅の中で，ストレスࣇルなものとし
て認知㸦ホ౯㸧された㛵ಀ性と，それに対ᢠし
ようとする一連の意㆑的なດ力㸦ࢥ࣮ࣆࣥࢢ㸧
の過程」であると定義している。この定義に従
い，トラࣥス࢔クࢩࣙࢼル・モデルがᥦၐされ
て௨㝆，ストレࢵࢧ࣮とストレス反応との間に
介在するストレࢵࢧ࣮の認知的ホ౯，ࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢ，ࣃ࣮ࢯࢼࣜࢸ࢕，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トとい
った，いわࡺる心⌮的ストレス過程に㛵わる፹
介要因もしくは，⦆࿴要因についての研究が┒
ࢇに行われてきた㸦ὠ田・岡ᮧ・Ọ෠，2001㸧。 
特に，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，ストレࢵࢧ࣮とストレ
ス反応の間に介在する፹介要因であり，状ἣに
適したࢥ࣮ࣆࣥࢢが᥇用されれば，ストレスの
ゎᾘ，あるいは⦆࿴につながる一᪉で，状ἣに
適さないࢥ࣮ࣆࣥࢢが᥇用されれば，ストレス
反応を㧗めることになるといったように，スト
レス反応に┤᥋的に影響を及ぼす要因であるこ
とが᫂らかにされている㸦Forsythe & Compas, 
1987㸸Couway & Terry，1992㸧。すなわち，ᙜ
ヱのࢥ࣮ࣆࣥࢢがどの程度ストレࢵࢧ࣮に対し
て機能するのかといった，ストレࢵࢧ࣮とࢥ࣮
ࣆࣥࢢ，ストレス反応とのつながりを適切に検
討するᚲ要があるとゝえる。 
 このようなࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷ຠ性に㛵する௦⾲
的な仮説として，Couway & Terry㸦1992㸧 の
適ྜ性仮説㸦Goodness-of-Fit Hypothesis㸧が
ある。この仮説は，問題↔Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷
ຠ性は，個人がホ౯するストレࢵࢧ࣮の⤫制ྍ
能性に౫存し，ストレࢵࢧ࣮の⤫制ྍ能性によ
って，ࢥ࣮ࣆࣥࢢを౑いศけることが᭷ຠであ
るとされている。すなわち，㑅ᢥしたࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの᭷ຠ性は，状ἣに対する個人のホ౯によっ
て異なることが示唆されており，個人の認知に
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応じたࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥすることがᚲ要である
と考えられる。しかしながら，ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅
ᢥとその᭷ຠ性に㛵する一㈏した結果はᚲࡎし
もᚓられていないと考えられる。 
 
ࢥーࣆࣥࢢࡢ㑅ᢥ࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰࡍㄆ▱ⓗ要ᅉ 
 
 トラࣥス࢔クࢩࣙࢼル・モデルでは，特に個
人の「認知」がࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を及ぼ
すことが᫂らかにされている㸦Lazarus & 
Folkman，1984㸧。たとえば，♫఍的ᮃましさ
への㛵心の㧗さという認知を᭷する者は，௚者
の࣏ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯をཷけるために，問題↔Ⅼ
ᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを᥇用し，ᅇ㑊ᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢをあ
まり行わない傾向にあることがሗ࿌されている
㸦Gianakos，2002㸧。また，ストレࢵࢧ࣮の⬣
ጾ性を㧗くホ౯すると，᝟動↔Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢ
やᅇ㑊ᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを多く㑅ᢥし，✚ᴟ的な行
動を㧗くホ౯すると問題↔Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを多
く㑅ᢥする傾向にあることがᣦ᦬されている
㸦Lazarus & Folkman，1984㸧。 
 さらに，ᓥὠ㸦1999㸧によると，⫋ሙにおけ
る㔞的に㈇Ⲵが㧗いストレࢵࢧ࣮に対して問題
ゎỴᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥした㝿には，ストレス
反応の程度はపい一᪉で，⫋ሙにおける㉁的な
㈇Ⲵが㧗いストレࢵࢧ࣮に対しては，ࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの✀㢮に㛵わらࡎストレス反応の程度が㧗い
ことがሗ࿌されている。また，㕥ᮌ㸦2000㸧は，
ストレࢵࢧ࣮のホ౯について，✚ᴟ的に㛵୚す
るか㸦effort㸧，あるいは㦫異的であるとホ౯す
るか㸦distress㸧という㸰ḟඖでとらえるヨࡳを
行なっている。その結果，distress ᆺは，スト
レࢵࢧ࣮を⤫制不ྍ能とホ౯するため，ᅇ㑊ᆺ
ࢥ࣮ࣆࣥࢢを適用する傾向が㧗く，さらに，
effort と distress の⤌ྜࡏによって⾲現される
対処᪉␎の特徴として，effort が㧗く distress
がపいものは，問題ゎỴ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが多く
行われ，ᅇ㑊的な対処は࡯とࢇど見られないこ
と，effort と distress がともに㧗いᆺにおいて
は，ᅇ㑊的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが多く行われるが，同
時に状ἣに✚ᴟ的に㛵୚しようとする認知も強
く，問題ゎỴ的な対処も多く行われるといった
ことをሗ࿌している。 
 これらのことからも，ストレス対処の個人差
の特徴を捉えるモデルやࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷ຠ性は，
༢一の᪉␎の検討をするだけではなく，いくつ
かの᪉␎の⤌ࡳྜわࡏによって⾲現される᪉␎
を検討することによって，⮫ᗋሙ㠃に༶したグ
述をྍ能にする発ᒎがなされてきたと考えられ
る。しかしながら，ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥは⫋ሙ⎔
ቃに௦⾲されるさまࡊまな状ἣ的要因の影響を
ཷけるため，たとえ᭱ၿの᪉ἲを知㆑として᭷
していたとしても 個人のこれまでの学⩦Ṕに
よって強໬されたࢥ࣮ࣆࣥࢢが㑅ᢥされるྍ能
性が㧗く，᭱ၿとされるࢥ࣮ࣆࣥࢢが常に実行
されるとは㝈らないと考えられる。特に，ࢥ࣮
ࣆࣥࢢの㑅ᢥは，♫఍ᩥ໬的⫼ᬒなどに対する
認知的要因の影響をཷけるともされており，た
とえば，自己概念においては，すὒ人の多くが
௚者からの⊂立性を⥔持することをዲࡴのに対
して，࢔ࢪ࢔人の多くは௚者との調࿴を⥔持す
ることをዲࡳ，多くの日本人はෆ㞟ᅋ㛵ಀを重
どし，ෆ㞟ᅋメࣥࣂ࣮ෆのホ౯をಖつことをዲ
ࡴ傾向にあることがᣦ᦬されている㸦Markus & 
Kitayama，1991㸧。ල体的には，ある特定のス
トレࢵࢧ࣮に対して，ストレスపῶຠ果の㧗い
であࢁうࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥ⫥として検討するこ
とはྍ能であるにもかかわらࡎ，♫఍的状ἣ㸦た
とえば，⫋ሙなど㸧に対する認知がጉᐖ的にാ
き，ストレスపῶに対してᚲࡎしも᭷ຠではな
いࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥしてしまうሙྜがᣲࡆられ
る。そのため，⫋ሙストレスにおけるࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの㑅ᢥとその᭷ຠ性について検討する上では，
ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を及ぼしうる⫋ሙ⎔ቃ
に㛵する認知的要因について検討するᚲ要があ
ると考えられる。 
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介在するストレࢵࢧ࣮の認知的ホ౯，ࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢ，ࣃ࣮ࢯࢼࣜࢸ࢕，ࢯ࣮ࢩࣕルࢧ࣏࣮トとい
った，いわࡺる心⌮的ストレス過程に㛵わる፹
介要因もしくは，⦆࿴要因についての研究が┒
ࢇに行われてきた㸦ὠ田・岡ᮧ・Ọ෠，2001㸧。 
特に，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，ストレࢵࢧ࣮とストレ
ス反応の間に介在する፹介要因であり，状ἣに
適したࢥ࣮ࣆࣥࢢが᥇用されれば，ストレスの
ゎᾘ，あるいは⦆࿴につながる一᪉で，状ἣに
適さないࢥ࣮ࣆࣥࢢが᥇用されれば，ストレス
反応を㧗めることになるといったように，スト
レス反応に┤᥋的に影響を及ぼす要因であるこ
とが᫂らかにされている㸦Forsythe & Compas, 
1987㸸Couway & Terry，1992㸧。すなわち，ᙜ
ヱのࢥ࣮ࣆࣥࢢがどの程度ストレࢵࢧ࣮に対し
て機能するのかといった，ストレࢵࢧ࣮とࢥ࣮
ࣆࣥࢢ，ストレス反応とのつながりを適切に検
討するᚲ要があるとゝえる。 
 このようなࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷ຠ性に㛵する௦⾲
的な仮説として，Couway & Terry㸦1992㸧 の
適ྜ性仮説㸦Goodness-of-Fit Hypothesis㸧が
ある。この仮説は，問題↔Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷
ຠ性は，個人がホ౯するストレࢵࢧ࣮の⤫制ྍ
能性に౫存し，ストレࢵࢧ࣮の⤫制ྍ能性によ
って，ࢥ࣮ࣆࣥࢢを౑いศけることが᭷ຠであ
るとされている。すなわち，㑅ᢥしたࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの᭷ຠ性は，状ἣに対する個人のホ౯によっ
て異なることが示唆されており，個人の認知に
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ࢥーࣆࣥࢢࡢ㑅ᢥ࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰࡍ 
⫋ሙ⎔ቃ࡟㛵ࡍࡿ♫఍ᩥ໬ⓗ要ᅉ 
 
 ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥについて，Lazarus & 
Folkaman㸦1984㸧は個人の౯್観やࢥ࣑ࢵト
メࣥトをࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を及ぼしうる
要因として఩置づけており，⫋ሙストレスをタ
࣮ࢤࢵトとしたሙྜにおいては，「⤌⧊ࢥ࣑ࢵト
メࣥト」と「⿢㔞度」がࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影
響しうる⫋ሙ⎔ቃに㛵する認知的要因に఩置づ
けられると考えられる。したがって，ࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの㑅ᢥに影響を及ぼす⫋ሙ⎔ቃに㛵する認知
的要因の検討においては，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥ
ト，およࡧ⿢㔞度についてࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥと
その᭷ຠ性の観Ⅼから෌検討するᚲ要があると
考えられる。 
⤌⧊ࢥ࣑ࢵࢺ࣓ࣥࢺ 
 ⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトとは，ࢥ࣑ࢵトメࣥトの
対㇟がᡤᒓする⤌⧊に向かっている心⌮的な状
態であり，個人がある⤌⧊に対して࢔࢖デࣥࢸ
࢕ࢸ࢕࣮と࢖ࣥ࣎ルࣈメࣥトをもつ強さと定義
されている㸦Porter, Steers, Mowday, & 
Boulian，1974㸧。たとえば，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥ
トが㧗い従業ဨはపい従業ဨとẚ㍑して，㧗い
ࣃࣇ࢛࣮࣐ࣥスを示す傾向があり，⫋ົ‶㊊感
のような௚の認知的要因とẚ㍑して，従業ဨの
㞳⫋などの⤌⧊的成果の予 性が㧗いとされて
いる。さらには，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの㧗さが，
ᙺ๭௨上のാきや⤌⧊の生⏘性の㧗さに結ࡧつ
くことが示唆されている㸦Aranya, Kushnir , 
&Valency，1986㸧。したがって，⤌⧊ࢥ࣑ࢵト
メࣥトの㧗さは，⫋ሙሙ㠃においては，業ົス
トレࢵࢧ࣮に対して問題ゎỴ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢの
㑅ᢥをಁ進するྍ能性が㧗いと考えられる。 
 その一᪉で，⤌⧊においてはᚲࡎしも⤌⧊ࢥ
࣑ࢵトメࣥトの㧗い者ばかりではなく，⤌⧊に
対するࢥ࣑ࢵトメࣥトのపい者は，Ḟ໅など，
不適ྜ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢをとる傾向があることが
ሗ࿌されている㸦᳃本・ᔱ田，2008㸧。このよ
うな傾向は，ᅇ㑊的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが機能したこ
とに㉳因する一時的なストレスపῶຠ果によっ
て強໬され，不適応的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが㛗ᮇにΏ
り⥔持されているものと考えられる。このよう
な問題に至る⫼ᬒには，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの
పい者は，業ົストレࢵࢧ࣮に対して問題ゎỴ
的なࢥ࣮ࣆࣥࢢをとることがᚲࡎしも本人にと
っての強໬事態になるわけではないため，結果
的にᅇ㑊的なࢥ࣮ࣆࣥࢢに至っているというこ
とが考えられる。 
 さらに，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの㧗い者であっ
たとしても，業ົストレࢵࢧ࣮の㉁的㈇ᢸ，㔞
的㈇ᢸが増大する中で，本᮶であれば，᝟動↔
Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを用いることが適切なሙ㠃であ
ったとしても，問題ゎỴ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢにᅛᇳ
することによって，結果的にストレス反応が㧗
い状態が持続してしまうሙྜがあると考えられ
る。 
⿢㔞ᗘ 
 ⫋ሙ⎔ቃをᑵ労者自㌟によってࢥࣥト࣮ࣟル
できる程度のことは「仕事の⿢㔞度㸦Hackman 
& Oldham,1975㸧と࿧ばれ，個人と⎔ቃの┦஫
作用においては，この⿢㔞度も⫋ሙストレスに
おける個人要因として重要であると考えられ
る。Karasek㸦1979㸧は仕事の⿢㔞度をᘱ⦆要
因としてྲྀり上ࡆ，仕事の⿢㔞度がపく，かつ
仕事上の要ồが㧗い群を「High Strain Job」群
として，⫋ሙにおける᭱も精神的健ᗣ度がపい
群であることがᣦ᦬されている。 
 これまでにも，仕事の⿢㔞度を㧗めれば，心
⌮的ストレス反応がపῶし，ぬ㓰感が㧗まるこ
とによって精神的健ᗣ度が⥔持されることがሗ
࿌されており㸦᳃本・ΎỈ・୕野・ୗᒣ・金
ග，2004㸧，⫋ሙにおけるストレス反応の⦆࿴
要因として考えられてきた。しかしながら，ᑵ
労者自㌟が⫋ሙ⎔ቃでࢥࣥト࣮ࣟルྍ能である
とุ᩿した㝿の認知にㄗりがあることも考えら
れる。たとえば，自㌟が㐼㐝したストレスሙ㠃
において，実㝿は㧗い⿢㔞度を持つ者が，その
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程度をపく見✚もったがために，自㌟が持つࢥ
࣮ࣆࣥࢢが多いにも㛵わらࡎ㑅ᢥするࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢが㝈定され，結果的にそのሙに適したࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢが適用されࡎ，ストレス反応が㧗まってし
まうሙྜが考えられる。一᪉で，⿢㔞度がある
と認知しているものが，ストレスሙ㠃のモࢽタ
ࣜࣥࢢが適切に実行できないために，結果的に
そのሙに適したࢥ࣮ࣆࣥࢢが用いられࡎ，同様
にストレス反応が㧗くなるྍ能性も考えられ
る。個人が自ぬする⿢㔞度とሙ㠃のモࢽタࣜࣥ
ࢢに㛵しては，実ド的な研究がなされていない。 
 したがって，⤌⧊という⎔ቃと個人のⰋᚠ⎔
を考៖するためには，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトなら
ࡧに⿢㔞度を，⫋ሙストレスの⦆࿴要因として
捉えるのではなく，㑅ᢥしたࢥ࣮ࣆࣥࢢがその
ሙの⎔ቃにおいてチᐜされうるかといった観Ⅼ
をຍえた上で，個人差要因として検討するᚲ要
があると考えられる。 
 
ࢥーࣆࣥࢢࡢ㑅ᢥ࡜ࡑࡢ᭷ຠᛶ࡟┤᥋ⓗ࡟ 
ᙳ㡪ࡋ࠺ࡿ⫋ሙ⎔ቃ࡟ᑐࡍࡿㄆ▱ⓗ要ᅉ 
 
 ࢥ࣮ࣆࣥࢢの᭷ຠ性については，自㌟の㑅ᢥ
そのものの‶㊊の程度㸦㑅ᢥ‶㊊㸧と，ࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢの結果に対する‶㊊の程度㸦ࢥ࣮ࣆࣥࢢᚋ
の♫఍的┦஫作用の‶㊊㸧が影響していること
がሗ࿌されている㸦Ono，Ueda,Takahashi， 
Igarashi,Kaneko，Akamatsu，& Shimada，
2005㸧。ල体的には，㑅ᢥしたࢥ࣮ࣆࣥࢢのຠ
果はࢥ࣮ࣆࣥࢢ実行ᚋの⎔ቃからのࣇ࢕࣮ࢻࣂ
ࢵクをཷけてから，ጞめて個人にとって᭷ຠか
ྰかがุ᩿されることになる。㑅ᢥしたࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢに‶㊊しても，ሙ㠃に不適応であれば結果
的にストレス反応は上᪼すると考えられる。 
 このⅬについて，Morimoto，Shimada，& 
Ozaki㸦2013㸧は，ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥについて
♫఍的ᩥ⬦のホ౯㸦♫఍的㞟ᅋෆにおける特定
のࢥ࣮ࣆࣥࢢの᫝非についてのホ౯㸹appraisal 
of coping acceptability; ACA㸧の観Ⅼに基づく
検討をすすめており，ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥは♫఍
的㞟ᅋෆでᐜ認されるであࢁうホ౯によってỴ
定がなされることをᣦ᦬している。特に，日本
人は，ストレࢵࢧ࣮のホ౯において，ACA が 
定する♫఍ᩥ໬的信念がࢥ࣮ࣆࣥࢢ㑅ᢥに大き
く影響しうることを示唆している。つまり，⫋
ሙストレスのపῶにおけるࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに
おいては，ストレࢵࢧ࣮に対する認知とそのホ
౯に対して，♫఍ᩥ໬的信念の影響を強くཷけ
ており，機能的なࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥを目的とし
たストレス࣐ࢿࢪメࣥトにおいては，これらの
⫋ሙ⎔ቃに対する認知的要因を༑ศに検討する
ことが重要であると考えられる。 
 
⫋ሙ⎔ቃ࡟ᑐࡍࡿㄆ▱ⓗ要ᅉࢆ㋃ࡲ࠼ࡓ 
ࢫࢺࣞࢫ࣐ࢿࢪ࣓ࣥࢺ 
 
 これまでの⫋ሙにおけるストレス࣐ࢿࢪメࣥ
トは，従業ဨの健ᗣಖ持増進と予防的観Ⅼから
実᪋され，ある一定のຠ果がሗ࿌されてきた。 
 その一᪉で，実㝿はメࣥタル࣊ルスの不調を
ッえる従業ဨは増ຍの傾向にあることも事実で
あり，従᮶のストレス࣐ࢿࢪメࣥトがᚲࡎしも
᭷ຠに機能していないሙྜも考えられる。この
ような問題をゎỴする᪉ἲの㸯つとして，⫋ሙ
⎔ቃに対する認知的要因をストレス࣐ࢿࢪメࣥ
ト介入に⤌ࡳ㎸ࡴことが重要なㄢ題であると考
えられる。 
 Morimoto et al.(2013)のሗ࿌によると，ࢥ࣮
ࣆࣥࢢの㑅ᢥにおいては，これまでに検討され
てきたストレࢵࢧ࣮に対する認知的ホ౯の要因
に㝈らࡎ，個人が♫఍的㞟ᅋෆにおける特定の
ࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥした㝿の᫝非についてのホ౯
を強くཷけていることを᫂らかにしている。つ
まり，この♫఍的㞟ᅋෆからのホ౯が個人にと
ってᮃましいか，ᮃましくないかによって，ス
トレス反応に差が生じるྍ能性があることをᣦ
᦬している。 
 したがって，これまでྲྀりᢅわれてきたࢥ࣮
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 ࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥについて，Lazarus & 
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メࣥトをࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を及ぼしうる
要因として఩置づけており，⫋ሙストレスをタ
࣮ࢤࢵトとしたሙྜにおいては，「⤌⧊ࢥ࣑ࢵト
メࣥト」と「⿢㔞度」がࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影
響しうる⫋ሙ⎔ቃに㛵する認知的要因に఩置づ
けられると考えられる。したがって，ࢥ࣮ࣆࣥ
ࢢの㑅ᢥに影響を及ぼす⫋ሙ⎔ቃに㛵する認知
的要因の検討においては，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥ
ト，およࡧ⿢㔞度についてࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥと
その᭷ຠ性の観Ⅼから෌検討するᚲ要があると
考えられる。 
⤌⧊ࢥ࣑ࢵࢺ࣓ࣥࢺ 
 ⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトとは，ࢥ࣑ࢵトメࣥトの
対㇟がᡤᒓする⤌⧊に向かっている心⌮的な状
態であり，個人がある⤌⧊に対して࢔࢖デࣥࢸ
࢕ࢸ࢕࣮と࢖ࣥ࣎ルࣈメࣥトをもつ強さと定義
されている㸦Porter, Steers, Mowday, & 
Boulian，1974㸧。たとえば，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥ
トが㧗い従業ဨはపい従業ဨとẚ㍑して，㧗い
ࣃࣇ࢛࣮࣐ࣥスを示す傾向があり，⫋ົ‶㊊感
のような௚の認知的要因とẚ㍑して，従業ဨの
㞳⫋などの⤌⧊的成果の予 性が㧗いとされて
いる。さらには，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの㧗さが，
ᙺ๭௨上のാきや⤌⧊の生⏘性の㧗さに結ࡧつ
くことが示唆されている㸦Aranya, Kushnir , 
&Valency，1986㸧。したがって，⤌⧊ࢥ࣑ࢵト
メࣥトの㧗さは，⫋ሙሙ㠃においては，業ົス
トレࢵࢧ࣮に対して問題ゎỴ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢの
㑅ᢥをಁ進するྍ能性が㧗いと考えられる。 
 その一᪉で，⤌⧊においてはᚲࡎしも⤌⧊ࢥ
࣑ࢵトメࣥトの㧗い者ばかりではなく，⤌⧊に
対するࢥ࣑ࢵトメࣥトのపい者は，Ḟ໅など，
不適ྜ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢをとる傾向があることが
ሗ࿌されている㸦᳃本・ᔱ田，2008㸧。このよ
うな傾向は，ᅇ㑊的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが機能したこ
とに㉳因する一時的なストレスపῶຠ果によっ
て強໬され，不適応的なࢥ࣮ࣆࣥࢢが㛗ᮇにΏ
り⥔持されているものと考えられる。このよう
な問題に至る⫼ᬒには，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの
పい者は，業ົストレࢵࢧ࣮に対して問題ゎỴ
的なࢥ࣮ࣆࣥࢢをとることがᚲࡎしも本人にと
っての強໬事態になるわけではないため，結果
的にᅇ㑊的なࢥ࣮ࣆࣥࢢに至っているというこ
とが考えられる。 
 さらに，⤌⧊ࢥ࣑ࢵトメࣥトの㧗い者であっ
たとしても，業ົストレࢵࢧ࣮の㉁的㈇ᢸ，㔞
的㈇ᢸが増大する中で，本᮶であれば，᝟動↔
Ⅼᆺࢥ࣮ࣆࣥࢢを用いることが適切なሙ㠃であ
ったとしても，問題ゎỴ的なࢥ࣮ࣆࣥࢢにᅛᇳ
することによって，結果的にストレス反応が㧗
い状態が持続してしまうሙྜがあると考えられ
る。 
⿢㔞ᗘ 
 ⫋ሙ⎔ቃをᑵ労者自㌟によってࢥࣥト࣮ࣟル
できる程度のことは「仕事の⿢㔞度㸦Hackman 
& Oldham,1975㸧と࿧ばれ，個人と⎔ቃの┦஫
作用においては，この⿢㔞度も⫋ሙストレスに
おける個人要因として重要であると考えられ
る。Karasek㸦1979㸧は仕事の⿢㔞度をᘱ⦆要
因としてྲྀり上ࡆ，仕事の⿢㔞度がపく，かつ
仕事上の要ồが㧗い群を「High Strain Job」群
として，⫋ሙにおける᭱も精神的健ᗣ度がపい
群であることがᣦ᦬されている。 
 これまでにも，仕事の⿢㔞度を㧗めれば，心
⌮的ストレス反応がపῶし，ぬ㓰感が㧗まるこ
とによって精神的健ᗣ度が⥔持されることがሗ
࿌されており㸦᳃本・ΎỈ・୕野・ୗᒣ・金
ග，2004㸧，⫋ሙにおけるストレス反応の⦆࿴
要因として考えられてきた。しかしながら，ᑵ
労者自㌟が⫋ሙ⎔ቃでࢥࣥト࣮ࣟルྍ能である
とุ᩿した㝿の認知にㄗりがあることも考えら
れる。たとえば，自㌟が㐼㐝したストレスሙ㠃
において，実㝿は㧗い⿢㔞度を持つ者が，その
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ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を及ぼす認知的ホ౯の要因
௨እにも，♫఍的ᩥ⬦のホ౯もࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅
ᢥに影響を及ぼす認知的ホ౯の㸯つの要因とし
てᢅうᚲ要を示唆しているのが᪂しいどⅬであ
ると考えられる。⎔ቃと個人のⰋᚠ⎔を考えた
㝿に，この♫఍的ᩥ⬦からのホ౯をຍえるᡭ続
きをストレス࣐ࢿࢪメࣥトࣉࣟࢢラムに⤌ࡳ㎸
ࡴことによって，Ⰻᚠ⎔をಁ進ྍ能になると考
えられる。 
 
࠾ࢃࡾ࡟ 
 
 本ㄽ考では，個人と⎔ቃのⰋᚠ⎔に╔目した
⫋ሙのストレス࣐ࢿࢪメࣥト介入を考える上で，
主にストレࢵࢧ࣮に対する認知的ホ౯とࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢの現状に╔目し，検討を行ってきた。これ
までストレࢵࢧ࣮に対する様々な認知的ホ౯の
検討が行われてきているが，個人と⎔ቃとの┦
஫作用を考៖した観Ⅼからの検討はṤど見ཷけ
られなかった。 
 ᔱ田㸦2010㸧は，個人のメࣥタル࣊ルスをಖ
つ᪉ἲは㸯つにỴまるわけではなく，一⯡ㄽの
බᘧで∦௜ける時௦から，個人レベルで適応す
ることを考える時௦となり，௒ᚋのストレス࣐
ࢿࢪメࣥト研ಟは，個人を対㇟とした࣮࢜ࢲ࣮
メ࢖ࢻのストレス࣐ࢿࢪメࣥト研ಟの確立がồ
められると述べている。現在実᪋されている⫋
ሙにおけるストレス࣐ࢿࢪメࣥト研ಟの多くは，
㈝用やຠ⋡の㠃からも，1 ḟ予防，2 ḟ予防を目
的とした研ಟでは，㞟ᅋを対㇟に実᪋されてい
る。しかしながら，これまで概観してきたとお
り，ストレࢵࢧ࣮をどの程度㦫異的なものかを
ุ᩿する認知的ホ౯と，ストレス反応に影響を
୚えるࢥ࣮ࣆࣥࢢの㑅ᢥに影響を୚える要因に
は，♫఍ᩥ໬的信念といった個人差が影響して
いることがわかり，機能するࢥ࣮ࣆࣥࢢは個人
によって異なることが᥎ された。 
 したがって，௒ᚋのストレス࣐ࢿࢪメࣥト研
ಟは，㞟ᅋを対㇟としながらも個人が自ศ自㌟
に機能するࢥ࣮ࣆࣥࢢを㑅ᢥする観Ⅼをᚓるこ
とを目的としたࣉࣟࢢラムのᵓ⠏がㄢ題である
と考えられ，それらの観Ⅼをྲྀり入れたストレ
ス࣐ࢿࢪメࣥト研ಟが実行されることによって
個人と⫋ሙにおけるⰋᚠ⎔がಁされるものと考
えられる。 
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Abstract 
 
The effectiveness of certain workplace stress management interventions was 
reported recently. However, numerous employees continue to take stress-related 
administrative leave. The purpose of stress management training is to preserve health 
and reduce stress; however, when considering a program that provides these outcomes 
for employees, it is necessary to assume that individuals are distributed adequately 
within the environment and promote the process. Therefore, as this is assumed in 
workplace stress management interventions, we examined the current situation and 
challenges. Results suggested that the evaluation of social context should be considered 
when introducing such stress management interventions. 
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